


































要     約  
 
【目的】  




②  ①で作成した尺度を用い，中学生の自己制御の発達について検討する。 







①  横断的質問紙調査：首都圏の 4 つの公立中学校 1～ 3 年の男女生徒
1774 名について，各学校 1 クラス単位の調査を実施した。  
②  縦断的質問紙調査：首都圏の 1 校の公立中学校の男女生徒 187 名（ 3
年間の有効回答者 162 名）について， 1 年生から 3 年生までの 3 年間追
跡調査を行った。  
③  3 年生を対象にした半構造化面接調査：首都圏の公立中学校 3 年の男
女生徒 4 名を対象に半構造化面接調査を行った。  
④  3 年間の縦断的半構造化面接調査：首都圏の公立中学校の男女生徒 8





 第 1 章では，自己制御に関する先行研究を検討し，本研究で扱う自己
制御の概念的定義を行った。第 1 節では，従来の自己制御に関する理論


















きめ細かに検討する必要があること，の 4 点を指摘した。  
 第 2 章では，第 1 章での検討を踏まえ，本研究の目的，意義について
述べ，さらに自己制御の概念的定義を検討した。第 1 節では，先行研究
の問題点を踏まえ，本研究の目的を 5 つに整理した。第 2 節では，上記
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5 点の目的を達成することの学問的，教育的意義を述べ，第 3 節では本
研究で用いる用語の概念的定義を検討した。  
















 第 4 章では不安定な発達的段階にある中学生の自己制御の発達につい
て検討した。第 1 節では，公立中学校の男女生徒 1774 名を対象に質問
紙調査を行い，横断的検討による中学生の自己制御の発達を検討した。
その結果，「自己の考えの主張」において， 2 年生が 1 年生， 3 年生よ
り高く，「逸脱行為に対する主張」において， 1 年生が 3 年生より高く，






行為に対する主張」において，1 年生が 2 年生より高く，「自己の欲求の




































































 第 7 章では，中学生の自己制御の心理的位置づけを検討するため，中
学生の自己制御と学校適応感，ストレス反応との関連を検討した。公立



















 第 8 章では，中学生の自己制御の対人的要因への影響を検討するため，
社会的スキル，友人関係満足感，攻撃性との関連を検討した。公立中学






















 第 9 章では，中学生を対象とした半構造化面接調査を通して，中学生
の自己制御に対する質的検討を行った。第 1 節では，中学生の自己制御











































































 中学校 3 年間の集団生活の中で子どもたちは，自分の目標を持ち，そ
れに向かって自分の感情や行動を制御するようになる。その一方，相手
のことをも考え，他者の存在を意識し，経験を積み重ねていきながら，
自己を制御するようになる。人はだれでも制御できる時とできない時が
ある。問題はそれが状況や他者に左右されず，安定的にできるようにな
ることである。つまり安定的自己制御，内在化された自己制御である。
自分なりの価値観を持ち，価値と規範が内在化された上で，目標に向か
って継続的に努力することがより大事なことであろう。中学生の場合，
自己制御においても制御と継続的努力がセットになってこそ，それが実
現できることが考えられる。  
 
 
